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高
島
藩
「
長
善
館
資
料
」
の
概
要
と
そ
の
移
動
経
緯

嶋　

田　

彩　

乃
（
諏
訪
市
博
物
館
）

　
　
　
一
、
は
じ
め
に

平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
、
諏
訪
市
内
に
あ
る
高
島
小
学
校
か
ら
四
，

〇
〇
〇
冊
余
り
の
典
籍
が
諏
訪
市
博
物
館
へ
移
管
さ
れ
た
。
高
島
小
学
校
で

は
こ
の
資
料
群
を
高
島
藩
の
藩
校
で
あ
る
長
善
館
由
来
の
資
料
と
し
て
伝
え

て
お
り
、
諏
訪
市
博
物
館
も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
同
資
料
群
を
「
長
善
館
資
料
」

と
呼
び
、
収
蔵
し
て
い
る
。
し
か
し
、
典
籍
の
内
訳
を
見
て
み
る
と
、
こ
の

「
長
善
館
資
料
」
は
単
純
に
藩
校
長
善
館
由
来
の
資
料
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

高
島
小
学
校
か
ら
諏
訪
市
博
物
館
へ
移
管
し
た
際
に
行
な
っ
た
確
認
調
査

に
よ
り
、「
長
善
館
資
料
」
は
大
き
く
分
け
て
約
六
割
の
漢
籍
と
約
四
割
の
国

学
系
典
籍
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
享
和
三

（
一
八
〇
三
）
年
に
設
立
さ
れ
た
高
島
藩
校
長
善
館
が
所
有
し
た
漢
籍
と
、
長

善
館
の
漢
学
に
対
し
国
学
教
育
の
目
的
で
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
設
立
さ

れ
た
「
国
学
校
」（「
皇
学
校
」
と
も
い
う
）
が
所
有
し
た
国
学
系
典
籍
で
構
成

さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、そ
の
詳
細
な
移
動
経
緯
等
に
つ
い
て
は
調
査

が
及
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、「
長
善
館
資
料
」
の
概
要

と
整
理
状
況
、
お
よ
び
そ
の
移
動
経
緯
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
試
験

的
に
行
な
っ
た
抜
き
取
り
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
典
籍
移
動
経
緯
の
可
能
性

と
今
後
の
調
査
研
究
に
お
け
る
展
望
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

　
　
　

二
、
高
島
藩
と
藩
校
教
育

ま
ず
高
島
藩
と
高
島
藩
校
の
変
遷
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
て
お
こ
う
。高
島

藩
は
主
に
諏
訪
地
方
の
三
万
石
を
領
地
と
し
た
譜
代
藩
で
、
江
戸
時
代
を
通

じ
て
転
封
や
改
易
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
諏
訪
氏
が
代
々
の
藩
主
を
務
め
た
。

諏
訪
氏
は
古
来
よ
り
諏
訪
の
神
の
依
代
で
あ
る
大
祝
を
務
め
、祭
政
一
致
の
支

配
者
と
し
て
諏
訪
に
君
臨
し
て
い
た
一
族
で
あ
る
。近
世
に
は
大
祝
を
務
め
る

大
祝
諏
方
家
と
藩
主
を
務
め
る
高
島
藩
主
諏
訪
家
と
に
分
か
れ
、こ
の
体
制
が

明
治
維
新
ま
で
続
く
こ
と
と
な
る
。

藩
校
長
善
館
が
設
立
さ
れ
た
の
は
享
和
三
年
、七
代
藩
主
諏
訪
忠
粛
の
時
で

あ
る
。
先
代
藩
主
諏
訪
忠
厚
の
時
、お
家
騒
動
で
取
り
潰
し
と
な
っ
た
家
老
二

之
丸
諏
訪
家
邸
宅
跡
地
に
設
立
さ
れ
た
。入
学
資
格
は
中
小
姓
以
上
の
武
士
に

限
ら
れ
た
。
教
育
科
目
は
漢
学
・
筆
道
・
習
礼
・
兵
学
の
ほ
か
、
弓
術
（
文
久

年
間
に
廃
止
）・
馬
術
・
槍
術
・
剣
術
・
砲
術
・
柔
術
の
武
術
稽
古
も
行
わ
れ

て
い
た

（
（
（

。

約
六
〇
年
間
運
営
さ
れ
た
藩
校
長
善
館
で
あ
っ
た
が
、廃
藩
置
県
に
伴
い
明

治
四
（
一
八
七
一
）
年
七
月
に
高
島
県
学
校
長
善
館
へ
と
転
身
し
た
。
そ
れ
ま

で
士
族
の
み
で
あ
っ
た
入
学
資
格
を
卒
族
・
平
民
に
ま
で
拡
大
す
る
な
ど
の
改

革
は
あ
っ
た
も
の
の
、実
際
に
は
平
民
の
入
学
者
は
な
い
ま
ま
廃
校
に
至
っ
て
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い
る
。
教
育
内
容
に
つ
い
て
は
、漢
学
が
支
那
学
と
名
称
を
変
え
て
は
い
る
も

の
の
、
藩
校
時
代
と
変
わ
ら
な
い

（
（
（

。

明
治
二
年
五
月
、
長
善
館
と
は
別
に
国
学
校
が
下
桑
原
村
（
現
・
諏
訪
市
上

諏
訪
）の
柳
口
御
役
所
内
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
長
善
館
の
漢
学
に
対
し
国
学

を
学
ば
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、設
立
に
あ
た
っ
て
は
平
田
派
国
学
を
学
ん
だ

飯
田
武
郷
（
一
八
二
七-

一
九
〇
〇
）
を
は
じ
め
と
し
た
勤
王
派
の
藩
士
が
中

心
と
な
っ
た
。入
学
資
格
は
高
島
県
学
校
と
な
っ
た
長
善
館
と
同
様
に
身
分
格

差
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、こ
ち
ら
も
廃
校
ま
で
平
民
の
入
学
者
は
な
か
っ

た
。
教
科
は
素
読
（
解
釈
を
目
的
と
せ
ず
文
章
を
読
み
上
げ
る
こ
と
）
と
独
看

（
独
力
で
文
章
を
読
む
こ
と
）
と
に
大
別
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
教
科
書
が
定
め
ら

れ
て
い
た

（
（
（

。

明
治
四
年
十
一
月
に
高
島
県
が
筑
摩
県
に
統
合
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
長

善
館
・
国
学
校
と
も
に
廃
校
を
迎
え
た
。
そ
の
後
、
長
善
館
学
舎
は
明
治
六

（
一
八
七
三
）
年
の
高
島
城
払
い
下
げ
に
あ
た
り
、
他
の
二
之
丸
の
建
造
物
と

と
も
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
。
国
学
校
学
舎
は
廃
校
後
も
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
、上

諏
訪
の
郷
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
た
第
七
十
一
番
小
校
に
引
き
継
が
れ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る

（
（
（

。

　
　
　

三
、「
長
善
館
資
料
」
の
概
要
と
移
動
経
緯

　

１
．「
長
善
館
資
料
」
の
概
要

「
長
善
館
資
料
」は
高
島
小
学
校
時
代
に
手
書
き
目
録
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、

諏
訪
市
博
物
館
へ
の
移
管
時
に
そ
れ
を
元
に
照
合
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。そ

の
照
合
調
査
資
料
に
よ
る
と
総
冊
数
は
四
，三
〇
三
冊
で
あ
る
。
た
だ
し
高
島

小
学
校
時
代
に
大
半
の
資
料
が
新
し
い
帙
に
入
れ
替
え
ら
れ
て
お
り
、更
に
帙

の
表
題
以
外
の
典
籍
も
取
り
混
ぜ
て
収
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、典
籍
の
正

確
な
点
数
は
把
握
で
き
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。

資
料
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
、
約
六
割
の
漢
籍
と
約
四

割
の
国
学
系
典
籍
で
構
成
さ
れ
、こ
れ
ら
は
長
善
館
お
よ
び
国
学
校
に
て
使
用

さ
れ
て
い
た
典
籍
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
武
術
、武
具
甲
冑
関
係
の

写
本
等
も
少
数
だ
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
長
善
館
・
国
学
校
が
廃
校
と

な
っ
た
明
治
四
年
以
降
に
出
版
さ
れ
た
典
籍
も
含
ま
れ
て
お
り
、こ
れ
は
長
善

館
・
国
学
校
由
来
の
資
料
が
高
島
小
学
校
に
引
き
継
が
れ
る
過
程
で
、
新
た
に

収
集
さ
れ
た
資
料
が
混
同
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て「
長

善
館
資
料
」
と
は
、国
学
校
由
来
の
資
料
や
藩
校
廃
校
後
の
収
集
資
料
も
含
む

も
の
で
あ
り
、「
長
善
館
資
料
」
と
呼
称
し
て
い
る
も
の
の
、
藩
校
長
善
館
の

蔵
書
の
実
態
を
そ
の
ま
ま
保
持
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

「
長
善
館
資
料
」
に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究
は
、
現
時
点
で
は
な
さ
れ
て
い

な
い
。
目
録
に
つ
い
て
も
、高
島
小
学
校
に
て
作
成
さ
れ
た
書
名
と
備
考
欄
の

み
の
手
書
き
目
録
「
長
善
館
蔵
書
目
録
」
と
、移
管
時
に
照
合
作
業
を
行
な
っ

た
「
長
善
館
資
料
照
合
台
帳
」
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、こ
れ
ら
の
デ
ー

タ
化
お
よ
び
目
録
公
開
に
は
い
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。

　

２
．「
長
善
館
資
料
」
の
移
動
経
緯

続
い
て
、高
島
小
学
校
の
変
遷

（
（
（

お
よ
び
現
時
点
で
考
え
ら
れ
て
い
る
「
長
善

館
資
料
」
の
移
動
経
緯
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
に
長
善
館
・
国
学
校
が
廃
校
と
な
っ
た
後
、
明
治

六
年
二
月
に
国
学
校
学
舎
を
利
用
し
、柳
口
に
郷
学
校
と
し
て
第
七
十
一
番
小

校
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
学
制
頒
布
に
よ
り

（
（
（

、
同
年
五
月
に
筑
摩
県
第
二

大
学
区
第
二
番
中
学
区
第
一
番
小
学
、同
年
八
月
に
第
二
大
学
区
第
十
八
番
中

学
区
第
一
番
小
学
（
柳
口
学
校
）
へ
と
転
身
し
た

（
（
（

。
明
治
八
年
に
学
舎
を
旧
三

之
丸
西
御
殿
に
移
し
、
高
島
学
校
と
な
る
。
そ
の
後
、
尋
常
小
学
校
、
国
民
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学
校
等
を
経
て
、
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
に
高
島
小
学
校
と
な
り
、
平
成

一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
に
新
校
舎
を
竣
工
し
現
在
に
至
る
。

藩
・
県
学
校
所
蔵
の
書
籍
を
明
治
五
年
に
調
査
、
記
録
し
た
「
高
島
学
校
蔵

書
目
録
」

（
（
（

（
以
下
、「
高
島
目
録
」）
で
は
、
漢
籍
・
国
学
系
典
籍
と
も
に
確
認

で
き
る
た
め
、
目
録
が
制
作
さ
れ
た
明
治
五
年
時
点
で
、
既
に
長
善
館
由
来
の

資
料
と
国
学
校
由
来
の
資
料
が
共
存
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。そ
し
て
こ
れ

ら
の
資
料
が
第
七
十
一
番
小
校
へ
と
引
き
継
が
れ
、高
島
小
学
校
へ
と
至
る
間

に
新
た
な
収
集
と
流
出
を
重
ね
、現
在
の
「
長
善
館
資
料
」
が
形
成
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

な
お
、信
州
大
学
附
属
図
書
館
教
育
学
部
図
書
館
に
は
旧
筑
摩
県
内
の
藩
校

由
来
と
思
わ
れ
る
典
籍
群
「
藩
文
庫
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
典
籍
群
の

中
に
は
高
島
藩
校
由
来
と
見
ら
れ
る
典
籍
も
含
ま
れ
て
お
り

（
（
（

、高
島
学
校
時
代

に
筑
摩
県
庁
に
徴
収
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、こ
の
点
に
つ
い
て
は
次

項
に
て
詳
述
す
る
。

以
上
が
現
在
判
明
し
て
い
る
「
長
善
館
資
料
」
の
移
動
経
緯
で
あ
る

（
（1
（

。

　
　
　
四
、
蔵
書
印
か
ら
見
る
「
長
善
館
資
料
」
の
移
動
経
緯

既
に
述
べ
た
と
お
り
、「
長
善
館
資
料
」
は
書
名
の
み
の
目
録
が
あ
る
の
み

で
、
詳
細
な
書
誌
情
報
の
調
査
は
い
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
資
料
群
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
は
、筆
者
が
試
験
的
に
抜
き
取
り
調
査
を
行
な
っ
た
結
果
か
ら
考
え

得
る
典
籍
の
移
動
経
緯
に
つ
い
て
の
仮
説
を
提
示
し
て
み
た
い
。

「
長
善
館
資
料
」
に
は
多
様
な
蔵
書
印
が
見
ら
れ
る
が
、
と
り
わ
け
多
く
の

典
籍
に
押
印
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
が
「
高
島
学
校
」
蔵
書
印
（
以
下
、

「
高
島
学
校
印
」）
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、「
第
二
大
学
区
第
十
八
番
中
学
区
第

二
番
小
学
」
蔵
書
印
（
以
下
、「
第
二
小
学
印
」）、「
大
和
学
校
」
蔵
書
印
（
以

下
、「
大
和
学
校
印
」）
も
散
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
蔵
書
印
を
手
が
か
り
に
見

て
い
く
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
こ
れ
ら
の
蔵
書
印
が
ど
の
学
校
を
指
す
の
か
確
認
し
て
お
こ

う
（
（1
（

。
長
善
館
・
国
学
校
が
廃
校
に
な
っ
た
後
、
第
七
十
一
番
小
校
が
明
治
六

（
一
八
七
三
）
年
八
月
に
、
第
二
大
学
区
第
十
八
番
中
学
区
第
一
番
小
学
（
柳

口
学
校
）と
な
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
と
時
期
を
同

じ
く
し
て
、
上
諏
訪
地
区
で
は
、
柳
口
学
校
を
含
む
四
校
が
設
立
さ
れ
て
い

る
。
柳
口
学
校
、
千
之
学
校
、
知
新
学
校
、
日
新
学
校
の
四
校
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
第
一
番
小
学
、
第
二
番
小
学
、
第
三
番
小
学
、
第
四
番
小
学
が
割
り
当
て

ら
れ
て
い
る
。
千
之
学
校
は
下
桑
原
村
の
法
光
寺
、
知
新
学
校
は
小
和
田
村

（
現
・
諏
訪
市
小
和
田
）
の
教
念
寺
、
日
新
学
校
は
大
和
村
（
現
・
諏
訪
市
大

和
）の
寿
量
院
と
い
う
寺
院
を
そ
れ
ぞ
れ
利
用
し
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
の

千
之
学
校
が
「
第
二
小
学
印
」
の
蔵
書
元
だ
ろ
う
。
明
治
七
年
に
は
、
柳
口
・

千
之
・
知
新
学
校
の
三
校
が
高
島
学
校
と
総
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
明
治
八
年
に
は
、
高
島
学
校
を
本
校
と
し
、
そ
の
支
校
と

し
て
柳
口
・
虎
口
・
香
隈
の
三
校
が
置
か
れ
て
お
り
、
千
之
・
知
新
学
校
は
、

高
島
学
校
お
よ
び
柳
口
・
虎
口
支
校
に
そ
の
機
能
を
移
し
た
も
の
と
み
ら
れ
て

い
る
。

一
方
、
第
七
十
一
番
小
校
設
立
に
先
ん
じ
て
、
明
治
五
年
九
月
、
大
和
村
に

郷
学
校
と
し
て
第
十
五
番
小
校
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。こ
の
学
校
は
明
治
六
年

に
、
先
述
し
た
第
四
番
小
学
で
あ
る
日
新
学
校
に
改
め
ら
れ
、
明
治
七
年
に
大

和
学
校
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。明
治
二
二
年
に
は
高
島
尋
常
小
学
校
の
分
校
と

い
う
位
置
付
け
に
な
る
が
、同
年
に
本
校
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
明
治
七

年
か
ら
二
二
年
に
か
け
て
存
在
し
た
大
和
学
校
あ
る
い
は
大
和
分
校
が
、「
大

和
学
校
印
」
の
蔵
書
元
と
考
え
ら
れ
る
【
図
１
】。
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次
に
「
長
善
館
資
料
」
の
蔵
書
印
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
長
善
館
資
料
」
の

悉
皆
調
査
に
は
ま
だ
及
ん
で
い
な
い
た
め
、一
部
の
典
籍
を
抜
き
出
し
て
蔵
書

印
の
確
認
を
行
な
っ
た
【
参
考
資
料
１
】。
そ
の
結
果
、「
第
二
小
学
印
」
と

「
大
和
学
校
印
」
の
押
印
が
あ
る
典
籍
に
つ
い
て
、以
下
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

•

「
第
二
小
学
印
」
と
「
大
和
学
校
印
」
は
併
存
し
て
い
る

•

「
高
島
学
校
印
」
と
の
併
存
は
見
ら
れ
な
い

• 

典
籍
の
発
行
年
は
長
善
館
と
国
学
校
が
廃
校
と
な
っ
た
明
治
四
年
以

前
、
以
後
の
い
ず
れ
も
見
ら
れ
る

• 

明
治
五
年
の
「
高
島
目
録
」
と
書
名
が
一
致
す
る
も
の
、
一
致
し
な
い

も
の
の
い
ず
れ
も
含
ま
れ
る

「
第
二
小
学
印
」・「
大
和
学
校
印
」
押
印
典
籍
に
は
「
高
島
学
校
印
」
が
見

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
第
二
番
小
学
で
あ
る
千
之
学
校
が
所
有
し
て
い
た
蔵

書
は
、
同
校
の
後
身
で
あ
る
高
島
学
校
に
は
引
き
継
が
れ
ず
、
大
和
学
校
に
移

動
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
本
稿
三-

２
で
述
べ
た
、
第
七
十
一
番
小
校
か
ら

高
島
小
学
校
へ
の
変
遷
と
と
も
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
典
籍
群
を
「
長
善
館

資
料
」
形
成
過
程
の
本
流
と
す
る
な
ら
ば
、「
第
二
小
学
印
」・「
大
和
学
校
印
」

押
印
典
籍
は
、
そ
の
流
れ
と
は
別
の
移
動
経
緯
を
持
つ
資
料
で
あ
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
典
籍
は
い
ず
れ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
本
流
に
合
流
し

た
は
ず
で
あ
る
が
、「
高
島
学
校
印
」
の
押
印
が
な
い
こ
と
か
ら
推
測
す
る
に
、

大
和
学
校
が
明
治
二
二
年
に
高
島
尋
常
小
学
校
へ
統
合
さ
れ
た
際
に
、
典
籍

も
合
流
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
未
調
査
の
典
籍
の
中

に
は
こ
の
ル
ー
ト
に
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
が
存
在
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

少
な
く
と
も
「
第
二
小
学
印
」・「
大
和
学
校
印
」
押
印
典
籍
の
一
部
に
つ
い
て

は
、
千
之
学
校
か
ら
大
和
学
校
に
移
動
し
、
高
島
尋
常
小
学
校
へ
の
学
校
統
合

【図１】高島学校変遷図（『高島学校百年史』を元に作成、一部改変）
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帙番号 書名 発行年 蔵書印 冊数
「高島目録」
との比較

1 周易義海撮要 - 高島学校印 5 〇

1 漢上易伝 - 高島学校印 4 〇

1 漢上易卦図 - 高島学校印 1 〇

1 漢上易叢説 - 高島学校印 1 〇

2 童溪易伝 - 高島学校印 8 〇

2 易小伝 - 高島学校印 4 〇

2 復斉易説 - 高島学校印 1 〇

2 古周易 - 高島学校印 1 〇

66 欽定詩教 - 高島学校印 8 ×

67 欽定書経 - 高島学校印 12 ×

99～103 文選 寛文３ 高島学校印※ 20 ×

108～111
,116

増評八大家文読本 安政２
高島学校印（16冊）
／第二小学印・大和学校印（16冊）
／「赤沼図書之印」（7冊）

39 △

151 岳忠武王文集 - なし 4 ×

153 古学彙纂 - 高島学校印 20 △

202 三国史 - 高島学校印 11 ×

203 後漢書列伝 - 高島学校印 12 ×

233 霊能真柱 - 高島学校印 2 〇

233 皇典文彙 - 第二小学印・大和学校印 3 △

259 国史略 明治７ 第二小学印・大和学校印 5 ×

274 日本王代一覧 寛文３ なし 7 ×

303～309 古事記伝 - 高島学校印 48 〇

335 神皇正統記 - 「赤沼図書之印」 6 ×

423 和名類聚鈔 - 高島学校印 5 〇

425 保元平治物語 元禄 15 高島学校印 8 △

426 平家物語 - 高島学校印 10 △

439 たまたすき - 高島学校印 9 ×

439 十三朝紀聞 慶応 3 高島学校印 9 △

499 歌枕秋乃寝覚 明和 8 第二小学印・大和学校印 3 ×

【参考資料１】「長善館資料」抜き取り調査結果
・書名は「長善館資料目録」に則り、基本的に外題を記載した
・「高島目録」との比較　凡例　〇…書名・冊数ともに一致／△…書名のみ一致／×…「高島目録」に記載なし
※巻一・二は前部欠損のため印なし

と
共
に
合
流
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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な
お
、「
高
島
学
校
印
」
は
、
信
州
大
学
附
属
図
書
館
教
育
学
部
図
書
館
所

蔵
「
藩
文
庫
」
に
お
け
る
高
島
藩
旧
蔵
分
の
す
べ
て
の
典
籍
に
も
認
め
ら
れ
る

と
い
う

（
（1
（

。「
藩
文
庫
」
の
来
歴
は
、
旧
筑
摩
県
庁
が
各
藩
か
ら
徴
収
し
師
範
学

校
図
書
と
し
た
も
の
で
あ
る

（
（1
（

と
い
う
考
え
に
則
る
と
、高
島
藩
に
お
け
る
筑
摩

県
の
典
籍
徴
収
は
、高
島
学
校
成
立
年
で
あ
る
明
治
八
年
以
降
に
行
わ
れ
た
と

推
測
さ
れ
、そ
こ
で
徴
収
さ
れ
た
典
籍
が
「
藩
文
庫
」
を
形
成
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

続
い
て
「
第
二
小
学
印
」・「
大
和
学
校
印
」
押
印
典
籍
の
う
ち
「
高
島
目

録
」
と
書
名
が
一
致
す
る
典
籍
に
つ
い
て
、
一
例
と
し
て
『
皇
典
文
彙
』
と

『
増
評
八
大
家
文
読
本
（
資
料
名
『
唐
宋
八
大
家
文
読
本
』）』
に
つ
い
て
見
て

い
く
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
『
皇
典
文
彙
』
は
「
高
島
目
録
」
に
三
部
九
冊
と
あ
り
、「
長
善
館
資

料
」
に
は
三
冊
現
存
し
て
い
る
。
ま
た
、「
藩
文
庫
」
の
目
録
で
あ
る
『「
旧
長

野
師
範
学
校
所
蔵
図
書
」
及
び
「
信
州
諸
藩
の
藩
校
図
書
」
目
録
』（
以
下
、

「
旧
目
録
」）
に
は
三
冊
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
高
島
目
録
」
の
時
点
で

は
九
冊
存
在
し
た
も
の
が
、一
部
は
高
島
学
校
に
お
い
て
筑
摩
県
に
徴
収
さ
れ

「
藩
文
庫
」
と
な
り
、
ま
た
一
部
は
千
之
学
校
・
大
和
学
校
へ
流
れ
た
の
ち
に

「
長
善
館
資
料
」
を
形
成
し
、
残
り
は
い
ず
れ
か
の
時
期
に
流
出
し
た
、
と
い

う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、も
と
の
三
部
九
冊
の
内
訳
お
よ
び
書
誌

情
報
が
不
明
で
あ
る
た
め
、こ
の
よ
う
な
分
散
が
事
実
か
ど
う
か
は
現
時
点
で

断
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

『
増
評
八
大
家
文
読
本
』
に
つ
い
て
は
、「
高
島
目
録
」
上
で
は
「
増
評
八
大

家
文　

十
六
冊
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
旧
目
録
」に
は
高
島
藩
由
来
の
同
書

は
記
載
が
見
ら
れ
な
い
。「
長
善
館
資
料
」を
確
認
し
て
み
る
と
、計
三
九
冊
が

複
数
の
帙
に
跨
っ
て
点
在
し
て
お
り
、蔵
書
印
に
つ
い
て
も
「
高
島
学
校
印
」、

「
第
二
小
学
印
」・「
大
和
学
校
印
」、「
赤
沼
図
書
之
印
」

（
（1
（

の
三
種
が
混
在
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
蔵
書
印
ご
と
に
整
理
し
て
み
る
と
、「
高
島
学
校
印
」
押
印

典
籍
、「
第
二
小
学
印
」・「
大
和
学
校
印
」
押
印
典
籍
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全
三
〇

巻
十
六
冊
が
揃
っ
て
お
り
、「
赤
沼
図
書
之
印
」
押
印
典
籍
は
七
冊
（
巻
一
、

巻
二
・
三
、
巻
十
七
・
十
八
、
巻
十
九
・
二
〇
、
巻
二
一
・
二
二
、
巻
二
三
・
二
四
、

巻
二
五
・
二
六
、
巻
二
七
・
二
八
、
巻
二
九
・
三
〇
欠
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。「
高
島
目
録
」
の
十
六
冊
の
内
訳
は
不
明
だ
が
、『
増
評
八
大
家
文
読
本
』

が
全
三
〇
巻
十
六
冊
の
典
籍
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
高
島
学
校
印
」
押
印
典
籍

十
六
冊
も
し
く
は
「
第
二
小
学
印
」・「
大
和
学
校
印
」
押
印
典
籍
十
六
冊
の
ど

ち
ら
か
と
同
一
典
籍
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
す
な
わ
ち
、「
高
島
目
録
」
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
『
増
評
八
大
家
文
読
本
』
の
移
動
先
と
し
て
、高
島
学
校
と

千
之
学
校
・
大
和
学
校
い
ず
れ
の
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、「
高
島
目
録
」
は
書
誌
情
報
が
不
十
分
な
目
録
で
あ
り
、
ま
た
今

回
一
例
と
し
て
挙
げ
た
『
皇
典
文
彙
』、『
増
評
八
大
家
文
読
本
』
は
共
に
典

籍
と
し
て
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
高
島
目
録
」
と
「
長

善
館
資
料
」
内
の
「
第
二
小
学
印
」・「
大
和
学
校
印
」
押
印
典
籍
が
同
一
で

あ
る
か
ど
う
か
の
断
定
は
現
時
点
で
は
難
し
い
。
し
か
し
、「
高
島
目
録
」
掲

載
典
籍
、
す
な
わ
ち
長
善
館
・
国
学
校
由
来
の
典
籍
の
中
に
、
高
島
学
校
で
は

な
く
千
之
学
校
・
大
和
学
校
へ
渡
っ
た
典
籍
が
含
ま
れ
る
可
能
性
も
否
定
で
き

な
い
だ
ろ
う
。
も
し
「
高
島
目
録
」
掲
載
典
籍
と
「
第
二
小
学
印
」・「
大
和

学
校
印
」
押
印
典
籍
が
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
場
合
、
長
善
館
・
国
学
校
由
来

の
典
籍
の
一
部
は
千
之
学
校
・
大
和
学
校
を
経
由
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
長
善
館
・
国
学
校
か
ら
第
七
十
一
番
小
校
、

高
島
学
校
、
高
島
小
学
校
へ
と
典
籍
が
引
き
継
が
れ
る
中
で
新
た
な
収
集
・
流

出
を
重
ね
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
「
長
善
館
資
料
」
の
形
成
過
程
に
、別

の
ル
ー
ト
を
辿
り
再
度
合
流
し
た
典
籍
が
存
在
す
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
一
方
、
両
者
が
同
一
典
籍
で
な
か
っ
た
場
合
、「
第
二
小
学
印
」・
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「
大
和
学
校
印
」
押
印
典
籍
は
長
善
館
・
国
学
校
由
来
の
資
料
で
は
な
く
、
他

所
か
ら
流
入
し
た
典
籍
で
あ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
つ
ま
り
「
長
善
館
資

料
」
の
中
に
は
、「
第
二
小
学
印
」・「
大
和
学
校
印
」
押
印
典
籍
を
筆
頭
と
し

て
、
長
善
館
・
国
学
校
由
来
で
な
い
典
籍
が
想
定
よ
り
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
と
な
る
。
し
か
し
裏
を
返
せ
ば
、そ
う
い
っ
た
典
籍
を
選
別
し
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
長
善
館
・
国
学
校
が
本
来
蔵
し
て
い
た
典
籍
の
実
態
が
見
え
て
く
る

可
能
性
も
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

「
高
島
目
録
」
掲
載
典
籍
と
「
第
二
小
学
印
」・「
大
和
学
校
印
」
押
印
典
籍

が
同
一
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、い

ず
れ
に
せ
よ
「
長
善
館
資
料
」
の
詳
細
な
調
査
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、さ
ま

ざ
ま
な
蔵
書
移
動
の
ル
ー
ト
が
見
え
て
く
る
可
能
性
は
十
分
期
待
で
き
る
と

思
わ
れ
る
。

　
　
　
五
、
お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、「
第
二
小
学
印
」・「
大
和
学
校
印
」
押
印
典
籍
の
移
動
経

緯
を
考
え
る
と
、「
長
善
館
資
料
」
は
単
純
に
藩
校
か
ら
高
島
小
学
校
へ
と
引

き
継
が
れ
て
き
た
の
で
は
な
く
、
一
部
の
典
籍
は
千
之
学
校
・
大
和
学
校
を
経

由
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
は

「
長
善
館
資
料
」
の
一
部
を
確
認
し
た
中
で
の
可
能
性
に
過
ぎ
ず
、
今
後
更
に

調
査
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
新
た
な
典
籍
移
動
の
ル
ー
ト
や
、
収
集
・

流
出
の
形
跡
が
見
え
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
、悉
皆
調
査
を
行
っ
た
上

で
、蔵
書
印
を
手
が
か
り
に
「
長
善
館
資
料
」
の
形
成
過
程
を
整
理
す
る
こ
と

で
、
藩
校
長
善
館
お
よ
び
国
学
校
が
所
有
し
て
い
た
資
料
の
実
態
、
ひ
い
て
は

高
島
藩
の
教
育
内
容
の
実
態
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
長
善
館
資
料
」
は
こ
れ
か
ら
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
べ
き
資
料
群
で
あ

り
、
本
稿
で
も
仮
説
を
述
べ
る
に
留
ま
っ
た
が
、
藩
旧
蔵
典
籍
の
実
態
に
近
づ

く
た
め
の
一
歩
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　
注

⑴　
『
長
野
県
教
育
史
』
第
一
巻　

総
説
編
一　

三
三
頁

⑵　
『
長
野
県
教
育
史
』
第
七
巻　

史
料
編
一　

三
一
四
頁
「
長
善
館
規
則
」

⑶　
『
長
野
県
教
育
史
』
第
七
巻　

史
料
編
一　

三
一
頁
「
国
学
校
規
則
」

⑷　

各
学
校
の
変
遷
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て
は
『
高
島
学
校
百
年
史
』
を
参
照
し
た
。

⑸　

⑷
に
同
じ
。

⑹　

学
制
の
も
と
全
国
は
八
大
学
区
に
分
け
ら
れ
、
各
大
学
区
に
三
十
二
の
中
学
区
、
各
中

学
区
に
二
百
十
の
小
学
区
が
置
か
れ
た
。
当
初
筑
摩
県
に
は
第
三
大
学
区
が
割
り
当
て
ら

れ
た
が
、
明
治
六
年
四
月
、
学
制
一
部
改
正
に
よ
り
第
二
大
学
区
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

⑺　

明
治
六
年
五
月
時
点
で
は
、
筑
摩
県
内
を
四
中
学
区
に
分
け
、
諏
訪
一
円
と
伊
那
・
筑

摩
郡
の
一
部
を
第
二
番
中
学
区
と
し
、
本
部
を
上
諏
訪
に
置
い
た
。
同
年
八
月
に
第
二
大

学
区
内
の
四
十
一
の
中
学
を
通
し
番
号
に
改
め
た
こ
と
に
よ
り
、
筑
摩
県
内
の
四
中
学
区

に
は
第
十
七
番
中
学
区
か
ら
第
二
十
番
中
学
区
が
割
り
当
て
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
筑
摩
県
第

二
番
中
学
区
で
あ
っ
た
諏
訪
一
円
と
伊
那
・
筑
摩
郡
の
一
部
は
第
十
八
番
中
学
区
と
改
め

ら
れ
た
。

⑻　
『
長
野
県
教
育
史
』
第
七
巻　

史
料
編
一
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
高
島

学
校
蔵
書
目
録
」
は
明
治
八
年
の
高
島
学
校
成
立
以
前
の
制
作
で
あ
る
た
め
、
こ
の
目
録

名
に
は
疑
問
が
残
る
。
目
録
名
の
「
高
島
学
校
」
が
高
島
県
学
校
長
善
館
を
指
す
も
の
か
、

目
録
名
は
後
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
定
か
で
は
な
い
。
こ
の
資
料
は
諏
訪
教
育

会
所
蔵
と
さ
れ
る
が
、
原
資
料
の
確
認
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

⑼　

 
滝
澤
貞
夫
「
松
代
文
庫
に
つ
い
て
」（『
松
代
─
真
田
の
歴
史
と
文
化
─
』
第
二
号　

真

田
宝
物
館　

一
九
八
九
年
）
五
六
頁

⑽　

 

白
井
純
・
速
水
香
織
「「
藩
文
庫
」
調
査
報
告
─
高
島
藩
の
場
合
を
例
と
し
て
─
」（『
信
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州
大
学
人
文
科
学
論
集
』
第
四
号　

信
州
大
学
人
文
学　

二
〇
一
七
年
）
に
お
い
て
、「
長

善
館
資
料
」
の
移
動
経
緯
に
つ
い
て
諏
訪
市
図
書
館
を
経
て
諏
訪
市
博
物
館
に
移
動
し
た

も
の
と
図
示
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
高
島
小
学
校
か
ら
直
接
諏
訪
市
博
物
館
に
移
管

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
諏
訪
市
図
書
館
は
経
由
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
滝
澤
貞
夫
「
松
代

文
庫
に
つ
い
て
」
で
は
諏
訪
市
図
書
館
所
蔵
の
資
料
群
を
「
藩
校
の
図
書
と
思
わ
れ
る
書

籍
」
と
述
べ
て
い
る
が
、『
源
氏
物
語
』
や
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
を
含
む
こ
れ
ら
の
資
料

は
、
現
在
の
市
図
書
館
が
成
立
す
る
以
前
の
旧
諏
訪
市
立
図
書
館
時
代
に
寄
贈
を
受
け
た

高
島
藩
主
家
由
来
の
資
料
で
あ
り
、
藩
校
由
来
の
資
料
で
は
な
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
資

料
は
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
か
ら
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
に
か
け
て
諏
訪
市
博
物
館
へ

と
移
管
さ
れ
、「
高
島
藩
主
諏
訪
家
資
料
」
と
し
て
収
蔵
し
て
い
る
。

⑾　

⑷
に
同
じ
。

⑿ 

白
井
純
・
速
水
香
織
「「
藩
文
庫
」
調
査
報
告
─
高
島
藩
の
場
合
を
例
と
し
て
─
」
二
二
三

頁
⒀　

 

滝
澤
貞
夫
「
松
代
文
庫
に
つ
い
て
」
五
七
頁

⒁　
「
赤
沼
図
書
之
印
」
に
つ
い
て
は
諏
訪
市
四
賀
赤
沼
地
区
も
し
く
は
高
島
藩
士
赤
沼
家

と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
詳
細
不
明
の
た
め
今
後
の
調
査
が
必
要
で
あ

る
。

◆
主
要
参
考
文
献
・
資
料

　

◦
諏
訪
教
育
会
『
諏
訪
の
近
世
史
』（
一
九
六
六
年
）

　

◦
諏
訪
教
育
会
『
諏
訪
の
近
現
代
史
』（
一
九
八
六
年
）

　

◦
高
島
学
校
百
年
史
刊
行
会
『
高
島
学
校
百
年
史
』（
一
九
七
三
年
）

　

◦
長
野
県
教
育
史
刊
行
会
『
長
野
県
教
育
史
』
第
一
巻　

総
説
編
一
（
一
九
七
八
年
）

　

◦
長
野
県
教
育
史
刊
行
会
『
長
野
県
教
育
史
』
第
七
巻　

史
料
編
一
（
一
九
七
二
年
）

　

◦
諏
訪
市
史
編
纂
委
員
会
『
諏
訪
市
史
』
中
巻
（
一
九
八
八
年
）

　

◦
諏
訪
市
史
編
纂
委
員
会
『
諏
訪
市
史
』
下
巻
（
一
九
七
六
年
）

　

◦
信
州
大
学
付
属
図
書
館
教
育
学
部
分
館
『
「
旧
長
野
師
範
学
校
蔵
書
図
書
」
及
び
「
信

州
初
版
の
藩
校
図
書
」
目
録
』
（
一
九
八
九
年
）

　

◦
滝
澤
貞
夫
「
松
代
文
庫
に
つ
い
て
」（
真
田
宝
物
館
『
松
代
─
真
田
の
歴
史
と
文
化
─
』

第
二
号　

一
九
八
九
年
）

　

◦
西
一
夫
「
藩
文
庫
の
漢
籍
資
料
瞥
見
」（
信
州
大
学
国
語
教
育
学
会
『
信
大
国
語
教
育
』

二
五
号　

二
〇
一
五
年
）

　

◦
白
井
純
・
速
水
香
織
「「
藩
文
庫
」
調
査
報
告
─
高
島
藩
の
場
合
を
例
と
し
て
─
」（
信

州
大
学
人
文
学
部
『
信
州
大
学
人
文
科
学
論
集
』
第
四
号　

二
〇
一
七
年
）


